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Ⅰ.学校保健体系

学校保健
保健管理

保健教育

組織活動

健康診断、健康相談、健康観察、感染症予防、救急処置、学校環境衛生

個別指導、集団指導

学校保健委員会、校内研修、学校内の組織活動（PTA等）、家庭・地域社会との連携

Ⅱ.学校保健の課題

・現代的健康課題
1.いじめ
2.不登校
3.性の問題行動
4.アレルギー疾患
5.運動の二極化
6.ネット依存
7.脳脊髄液減少症候群
8.その他

・生活習慣に関連
1.肥満、やせ
2.睡眠
3.運動習慣
4.ネット依存
5.小児生活習慣病対策
6.その他

・養護教諭関係
教員定数による養護教諭複
数配置基準の見直しと研修
体制の拡充 等

・健康診断
1.健康診断の適切な施行と
事後措置

2.健康診断結果の有効活用
3.色覚などの取り扱い 等

文部科学省、教育委員会等

保健管理

組織活動
保健教育

・感染症対策
1.感染症の監視と予防
2.感染症拡大防止 等

1.がん教育
2.薬物乱用防止教育
3.性に関する指導
4.保健体育
5.その他

・学校環境衛生の遵守
1.教室等、飲料水、学校の
清潔に関するもの
2.プールに係る環境衛生 等

・救急処置
1.保健室で行われるもの
2.AED
3.医療機関への搬送 等

・食育関係
栄養教諭の配置促進 等

・メンタルヘルス
スクールカウンセラー 等・学校保健統計集計管理

・感染症その他学校の危機
管理に関する対応

・学校安全に関する対応

・教職員の働き方・ストレ
スチェック 等

学校安全の推進

地域ぐるみの学校安全体制整備 等

学校内組織活動

・う歯対策 等

学校医・学校歯科
医・学校薬剤師の
活用

・学校保健会との協働 等

・特別支援に関する対応

地域社会との連携 等

学校保健の現状と課題
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第３期教育振興基本計画への追加要望項目

【資料４－５（28頁）】

① （子供の健康を守る仕組みの構築と拡充）として
項目を独立させ、「児童生徒の健康を守るという同
じ目的のために連携する仕組みを構築すること」を
追加する

② 教員の働き方改革に関連し、学校現場で中核的な活
動をする養護教諭の複数配置基準の見直しと研修体
制の拡充等により、質と量を確保する

第1部 我が国における今後の教育政策の方向性
Ⅳ 今後の教育政策に関する基本的な方針

５.教育政策推進のための基盤を整備する

要望１



第1部 我が国における今後の教育政策の方向性
Ⅳ 今後の教育政策に関する基本的な方針

５.教育政策推進のための基盤を整備する
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(子供の健康を守る仕組みの構築と拡充)【項目独立】

【変更】

要望１

〇 児童生徒を取り巻く環境が変わり新たな健康課題が出てきたとき、
学校だけでは対応に限界があり、各自治体の教育委員会は、学校
保健会、医師会、薬剤師会、歯科医師会といった学校保健に関係
する組織の十分な協力を得て、児童生徒の健康を守るという同じ
目的のために連携する仕組みを構築することが必要である。その
際、学校現場で中核的な活動をする養護教諭の複数配置基準の見
直しと研修体制の拡充等により、質と量を確保することも重要で
ある。

以下省略

【添付資料１，２参照】

【現状】
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第３期教育振興基本計画への追加要望項目

【資料４－５（40頁）】

学校健康診断の結果をまとめる学校保健統計を、具体的
な疾病や異常の分析を詳細にできるよう、健康診断の項
目、診断票様式、データ収集・保管の方法の見直しなど
より科学的なエビデンス構築が可能な体制にする。

第2部 今後５年間の教育政策の目標と施策群（案）
１.夢と自信を持ち、可能性に挑戦するために必要となる力を育成する

目標（３）健やかな体の育成

要望２



第2部 今後５年間の教育政策の目標と施策群（案）
１.夢と自信を持ち、可能性に挑戦するために必要となる力を育成する

目標（３）健やかな体の育成
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要望２

【文章の追加】
併せて、学校健康診断の結果を
まとめる学校保健統計を、具体
的な疾病や異常の分析を詳細に
できるよう、健康診断の項目、
診断票様式、データ収集・保管
の方法の見直しなどより科学的
なエビデンス構築が可能な体制
にする。

【現状】

【添付資料3，4参照】


